（様式１添付書類：請負者用）

賃金等の変動に基づく請負代金額計算書（スライド額計算書）
　工事名：
	請負代金額（税抜）
	出来高額（税抜）
	Ｐ１（税抜）
	Ｐ２（税抜）

	円
	円
	円
	円


　スライド額（Ｓ）＝（　　 Ｐ２　　－　　Ｐ１　　 ）－　　Ｐ１ 　　× １／１００
　　　　　　　　　＝（             －             ）－             × １／１００
　　　　　　　　　＝ 　　　　　　　－　　　　　　　 

　　　　　　　　　＝               円
　（ 但し、Ｐ１＜Ｐ２ ）
　Ｐ１：請負代金額から基準日における出来形部分に相応する請負代金額を控除した額
　Ｐ２：変動後（基準日）の賃金又は物価を基準として算出したＰ１に相当する額
　スライド額（税込）＝ スライド額（Ｓ）＋ 消費税及び地方消費税額
　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　 円

賃金等の変動に基づく請負代金額計算書（スライド額計算書）
　工事名：○○○○○○○○○○工事
	請負代金額（税抜）
	出来高額（税抜）
	Ｐ１（税抜）
	Ｐ２（税抜）

	7,920,000円
	0円
	7,920,000円
	8,100,000円


　スライド額（Ｓ）＝（ 　 Ｐ２ 　－　 Ｐ１　  ）－    Ｐ１   × １／１００
　　　　　　　　　＝（ 8,100,000 － 7,920,000 ）－ 7,920,000 × １／１００
　　　　　　　　　＝    180,000  －  79,200 
　　　　　　　　　＝    100,800  円
　（ 但し、Ｐ１＜Ｐ２ ）
　Ｐ１：請負代金額から基準日における出来形部分に相応する請負代金額を控除した額
　Ｐ２：変動後（基準日）の賃金又は物価を基準として算出したＰ１に相当する額
　スライド額（税込）＝ スライド額（Ｓ）＋ 消費税及び地方消費税額
　　　　　　　　　　＝   108,864   円（消費税及び地方消費税額８％のとき）
　　　　　　　　　　＝   110,880   円（消費税及び地方消費税額10％のとき）
記 入 例








